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お気軽に
ご相談ください。

個別の
相談支援

地域の方へインタビュー

楢葉町では、「みんなで支え合い しあわせを実感できる まち」を共通の基本理念
として地域福祉関連計画がいくつか策定されています。その中のひとつ、『健康づく
り推進計画』では、町民が健康に暮らし、安心と豊かさを享受できる社会の実現を目
指していくことが求められていると掲げています。本来、健康な暮らしは個人の健康
観に基づき、一人ひとりが主体的に取り組むことが基本とされていますが、個人の取
り組みだけでは実現は難しく、地域全体が支援する環境づくりが必要です。
楢葉町では、地域包括ケアシステムにおける『医療・介護サービスが町全体で包括

的に提供される体制』の推進・実現のため、日々、関係機関との連携を行っています。
町民の皆さんの健康を維持する上でも、病院は、生活上欠かせない大切な存在です。
今月号は、そんな身近な病院との関わり方についてご紹介します。

みなさんは普段、病院でどんなことを相談していますか？

かかりつけ医を家の近くの病院へ変更したいケース

花子さんは、楢葉町で一人暮らしをしています。
今までは電車に乗っていわき市の病院に通ってい
ましたが、最近は、長距離の移動の大変さから楢
葉町の病院へ、かかりつけ医を変更したいと考え
ていました。今まで親身になって関わってくれて
いた病院の先生に何と伝えたらよいのか…悩みな
がらも、今の状態をふまえて“楢葉の病院へ紹介
状を書いてもらえないか”相談してみました。

病気のこと、薬のことについて一人で抱え込まず、医療機関（かかりつけ医、看護師、
相談員、薬剤師等）や担当のケアマネジャーへ相談するのもひとつの方法です！
私たち地域包括支援センターでは、普段から、医療機関（医師、相談員）や薬剤師、

町の保健師の方々と連携し、地域の皆さんの相談支援をしています。医療機関の専門職
や関係機関が一丸となってより良い支援の方向性を考えていきます。これからも医療機
関の皆さんと力を合わせ、地域の皆さんの健康を応援していきます！

言いにくいことも、大切な自分の体のことなので、
おもいきって先生に相談しました。
先生は快く「紹介状書きますね」と言ってくれ、
今では、楢葉町内の病院に通えるようになり、移動
時間も減って、体力的にもだいぶ楽になりました。

眠れないこと
を相談したら、
薬の見直しや
生活について
親身になって
聞いてくれた。

家ではあちこち
痛くて大変なのに
診療室で先生の前
だと忘れちゃって
…つい「変わりあ
りません」と言っ

てしまう。

かかったばかりで
病院に慣れていな
くても、自分の体
のことだから、心
配事は聞くように

している！

受診日の身体の調子
や状態についてその
都度相談しています。
（痺れ、足の痛みは
変わる為）

ｆ

病気になるとご本人だけでなくご家族も大きな不安を抱えることになり
ます。これからも元気で過ごすために、病気に関する心配なことや気にな
ることは専門職であるかかりつけ医の先生に遠慮なく相談してみましょう。

気になる身体のつらい症状や状態を短くまとめて記入し
ておくと、診察のときに忘れずに伝えることができます。
薬の飲み忘れがあった時には、残量を
記録に残したり、体調が悪い日の症状
をメモしておくことも大切なんです。
実は…お薬手帳は「お薬」だけの手帳
ではないのです。

・薬のこと
・副作用のこと
・身体の痛み、症状
・新しい病院への紹介状 等

とある日のミニデイ

事例

受診時のポイント① 普段からのお薬手帳の活用

受診時のポイント② 受診の秘訣「遠慮は禁物」

最近足腰が弱って
きて、いわきまで
受診に行くのが大変
になってきたわ…

新しい病院で新しい
先生…少し緊張して
しまう。先生に慣れ
たところでまた、新
しい先生に変わって
しまいうまく相談で

きなかった。

楢葉 花子さん（83歳女性）の事例

記入例



楢葉町地域包括ケアシステム

雨の日になが靴をはいたのは、
せいぜい小学校まで。中学になる
と運動靴をビショビショにして歩
いていた。年を重ねた今は、長靴
で歩くことは意外と体力が必要な
のだと実感。

アジサイは「四葩（よひら）」
「七変化」「手まり花」など様々な名前
があるそうです。この時期、町内のアジ
サイを楽しみにしたいと思います

わが家では除湿器が活躍してくれ
ています。洗濯ものがカラッとふ
わっと乾きます。ジメジメした気
分もすっきり。長年使っているの
で突然の故障が心配です

6月はくもりや雨が続いて気持ち
的に落ち込みやすくなりがちですが…
雨の音にはリラックス効果があるそ
うです たまに雨音を聞いてホッと

一息つきましょう。

みんな集まれ

物作りカフェ“なごめ～る”

物作りカフェ“なごめ～る”は福祉についての疑問や困り
ごと、介護・認知症についての情報交換など気軽に交流しなが
ら楽しい活動ができる場所です。物忘れが気になってきた方、
介護で困っているご家族、ご近所の方、支援者どなたでも参加
いただけます。（参加費は無料です）

令和7年3月31日に開催したカフェには7名の方が参加され、お手玉作りをしました。
「昔は着物を仕立てたり、ぞうきんを縫ったりしたもんだ。」と裁縫はお手の物！1時間
半の短い時間で45個のお手玉を作りました。お手玉を作りながら、コーヒーを飲んだり、
昔話に花を咲かせ楽しい時間を過ごしました。

お手玉作りに“夢中”… 作ったお手玉で“腕前披露”

「針仕事は久しぶりで昔を思い出した！こんな時間を作ってくれてありがとう。」
「とても楽しかった。指と頭の運動になるね。また誘ってほしい。」
「みんなに会ってお話しすることは、とてもいいことだ。また参加したい。」

～裁縫の効果～
＜脳の活性化と認知機能の維持＞
指先の細かい動きや集中力を必要とする作業です。
これらは脳の様々な部分を刺激し、脳の活性化や
認知機能の維持・向上に役立ちます。

＜心身のリフレッシュ＞
集中して作業することで、ストレスが軽減しリフ
レッシュします。また、出来上がった作品の山は
達成感となり、自信にもつながります。

＜コミュニケーションの促進＞
複数で裁縫を行うことで、他者やスタッフとのコ
ミュニケーションが生まれます。会話を通じて、
社会とのつながりを感じることができます。

参加したみなさんの

楢葉町地域包括支援センターは地域に密着した総合相談窓口です。認知症についての正しい
知識や情報を提供し支援を行います。認知症地域支援推進員でもある馬上は「物作りカ
フェ」「認知症サポーター養成講座」「チームオレンジ」など様々な活動を通して、やさし
い地域づくりに取り組んでいます。いつでもお気軽にご相談ください。

これからも、定期的に開催いたし
ます。物作りは、色々なメニュー
を考えています。お茶を飲みなが
らお話したり相談したりと充実し
た時間を一緒に過ご
しましょう。

まじわる つながる 支え合う リレー

Jヴィレッジフィットネスクラブ
スタッフのみなさん

楢葉町地域包括ケアシステムに
関わる多様な関係機関をリレー
方式で紹介するコーナーです。
JFAメディカルセンターから
Jヴィレッジフィットネスクラブ
にバトンが繋がりました。

＊最新のトレーニング設備とサービスを備え、お客様一人一人のスタイルに合った運動、居心
地の良い時間と空間を提供します。

＊トレーニングジム …マシーンを使ったトレーニング
＊プール…全長25ｍの室内プール
＊アリーナ…バスケットボール、フットサル等
＊スタジオルーム…開放的なスタジオでヨガ等
＊運動に不慣れな方でも安心してご利用いただけるようレッスンプログラムも提供しています。

＊楢葉町の健康づくりを推進する活動として「元気アップ教室」などに講師として参加
しています。体操を通しコミュニケーションを図りながら、地域の方と直接つながる
ことができる機会となっています。

＊震災時はいわき市の仮設住宅に臨時のフィットネスクラブを立ち上げ、運動する機会
を提供しました。現在も、健康増進のためご利用いただけているように思います。

＊JFAメディカルセンターに通っている方も、健康の維持や向上のためにフィットネス
クラブをご利用いただいています。

＊町民のみなさんが、健康で楽しく過ごしていただくための身近な存在として“ちょっ
とした運動の機会”や“心と体をリフレッシュできる機会”をこれからも提供しつづけて
いきたいと思っています。

Jヴィレッジフィットネスクラブは

一緒に
作って 笑って

リフレッシュ

感 想
～Jヴィレッジフィットネスクラブの思い～

～地域とのつながり～

～みんなのつぶやき～

センター長 江尻 生活支援コーディネーター
小林

社会福祉士 岡崎 看護師 馬上

物作りカフェ“なごめ～る”
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